
B 県内における高地性集落・環濠集落

(1)高地性集落について

前述のとおり、現状において山元遺跡は日本海側で最北の高地性環濠集落である。新潟県は高地性環濠

集落の日本海側最北の地域で、これまで確実な例として7遺跡がある(第27図・第25・26劃。以下では県

内例を概観し、本遺跡の評価の助けとしたい。なお、ここでの時期区分は滝沢2005b 佛鉾劃とする。

一般的に高地性集落は「防御」を意図した弥生時代の時代性を示す集落形態[佐原1999など]と周知さ

れてきたが、近年では見直し論も多い。「高地に立地した集落=全てが防御集落」という解釈ではなく、

遺構・遺物の検討から、生業に適した「高地に集落を構えた遺跡」もあるとの指摘があり[柴田20伽ほか]、

防御性の認定には多角的な視点が求められている。今回の調査で得られた情報のみで山元遺跡の耶茄釦性

の度合い」を検討することは難しいが、斜面に築かれた環濠から高地に立地した非環濠集落に比して、防

御の認識は強かったことと予想する。防御性の認定については、なお検討が難しいが、ここでは県内の弥

生時代遺跡の集落立地を基に、集落属性の大枠を捉えることを重視したい。

何をもって「高地」とするかには地域性が重視されるべきである。新潟県を中心とした周辺ではどのよ

うな枠組みで考えられてきたのか。周辺との比高25m以上[菅沼1993]、1993年の日本考古学協会新潟大

会では、比高40mがおぉむねの目安とされてきた田本考古学協会新潟大会実行委員会1993]。試みに2005

年新潟県考古学会主催のシンポジウム資料集で収集した弥生時代後期~古墳時代前期の遺跡[新潟県考古

学会2005]について、現在の地形から判断した比高を折れ線グラフに示したのが第26図である。弥生時代

後期~古墳時代前期まで継続する遺跡や古墳時代前期に入り成立する遺跡は、周辺との比高がほとんどな

い遺跡が圧倒的に多い。これに対して弥生時代後期の遺跡は丘陵上に位置するものの比率が高い傾向にあ

る。古墳時代前期に成立する遺跡は比高30m以上のものは確認できないこと、弥生時代後期の遺跡におい

ても30m付近で緩やかな分布の断絶が確認できることから、新潟県内では周辺との比高30m以上の集落を

広義の高地性集落と考えたい。

この基準でみた場合、新潟県内には21遺跡が該当する。地域別では信濃川右岸が9例と最も多く、信濃

川左岸が6例、頸城が4例、阿賀北が2例である。このうち発掘調査等で環濠が確実に検出されたのは7

遺跡である。一方で、21遺跡のうち発掘調査で環濠がないとされたものは、糸魚川市後生山遺跡[大森1986]、
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上越市下馬場遺跡[尾崎2006]などわずか数例であり、五泉市大倉山遺跡 U11上1994]など環濠が存在す

る可能性を含むものを数多く含んでいる。高地性環濠集落の数量は更に増加する可能性がある 0

(2)環濠集落について

集落の内部を濠で囲った集落の名称であるが、県内では山元遺跡を含めて14例確認されている。立地は、

前述のとおり高地が7遺跡、比高8~20mほどの独立低丘陵が4遺跡、周辺との比高が確認できない低地

が4遺跡である。環濠の掘削時期についての詳細は明確にできないが、廃絶時期から中期に掘削されてぃ

ると考えるものは2遺跡(頸城・吹上遺跡、佐渡・平田遺跡)なのに対し、後期は12遺跡と数量が増加して

いる。地域別では、信濃川右岸が7例と最も多く、頸城が3例、佐渡で2例、阿賀北・柏崎平野で各1例

が確認されている。

(3)高地性集落・環濠集落の分布と盛行時期・廃絶時期

a)分布と土器の地域相

県内における弥生時代後期後半を中心とした土器様相を第28図に示した。地域毎では検出された資料に

差異があるため、一部で保留部分を残すが、現状における傾向は指摘できる。従来は阿賀野川を挟んで北

側で東北系、南側で北陸系と考えられてきたが、状況はより複雑である。東北系は阿賀野川以北を中心に、

魚沼地域の魚野川流域まで分布しており[安立2005]、一部信濃川右岸の南方にも及ぶ。一方で北陸北東

部系士器は、阿賀野川以南の海岸平野部を中心に分布する。信濃系(箱清水式)は魚沼地域の信濃川上流

域から頸城の山間部にかけて主体となっている。今回の地域区分では、一地域で比較的単一の士器様式が

確認できるのは、阿賀北・柏崎平野・佐渡に加え、信濃川左岸でその可能性が高いほかは、複数の士器様

式が確認できる。信濃川右岸でも阿賀野川流域にあたる古津八幡山遺跡では、細別時期での変遷は予想さ

れるが、東北系と北陸北東部系がほぼ同数認められるぱ'かりか、器形が東北系で調整が北陸的とされる「ハ

幡山式」が存在している[渡漫2001]。

高地性集落・環濠集落との分布との関連にっいては、北陸北東部系士器と東北系士器の接点となる信濃

川右岸で確認例が多く、単一の土器様相の地域では少ない傾向にある点を指摘したい。

b)盛行時期と廃絶時期

1)中期

低地の環濠集落が2例確認、されている。頸城・吹上遺跡、佐渡・平田遺跡で、環濠の掘削時期や埋没時

期は明確でないが、共に中期中葉~後葉を主体とした集落で、いわゆる小松式系統の北陸系士器分布圏内

の遺跡である点、玉作り生産が活発に行われた遺跡で、後期まで存続しない等の共通点がある。

2)後期

高地性集落、環濠集落の数量が飛躍的に増加している。以下、発掘調査が行われ、廃絶時期等がある程

度、把握できる遺跡の状況を概観する。

高地性環濠集落:最も早く集落が築造されたのは古津八幡山遺跡[渡邊ほか2001・20叫]で、 1期後半頃

である。山元遺跡やニツ山山頂遺跡も当該期と考えられ、北部で成立が早い点が注目される。第1次の成

立時期と考えたい。 2期に入ると大平城遺跡[関・戸根1974]・経塚山遺跡[金子1999].裏山遺跡レ」、

池ほか2000]・斐太遺跡群[佐藤2005・2006など]などが成立してぃる。第2次成立時期であり、最大の

画期と考える。現状ではこの時期以降、新たに高地性環濠集落の築造例はない。

1~2期に成立した高地性環濠集落のうち、比較的規模が小さな大平城遺跡・経塚山遺跡.裏山遺跡

山元遺跡は短期間に集落が廃絶されており、 3期までは継続しない。 2期は第2次成立時期でもあり、第



1次廃絶時期にもあたる。これに対し規模が大きな古津八幡山遺跡や、斐太遺跡群は3期にも継続する。

斐太遺跡群は谷を隔てた4地区で環濠が造営されており、このうち矢代山B地区の外環濠は2期、内環濠

は3期で埋没しており、段階的に環濠が廃絶されている。これ以外の地区については明確でないが、上ノ

平地区24号住居は5期である。環濠埋没後も集落が維持された可能性もあるが、現状では明確でない。情

報が少ないものの、中小規模の高地性環濠集落の廃絶時期とは一致しない点を強調したい。これは古津八

幡山遺跡も同様であり、 3期には継続している。環濠出土土器の中には4期のものもあることから、当該

期を環濠の廃絶時期と考えたい。

独立低丘陵環濠集落:西谷遺跡[滝沢ほか1992]は、高地性環濠集落の盛行時期と同様に2期に成立する。

横山遺跡は中期後半の資料も多いが、弥生後期の士器は4期頃(一部、 3期か)を主体としており、高地

性環濠集落の成立時期とは異なる可能性が高い。また、両遺跡の環濠埋没時期は、いずれも5期である点

も高地性環濠集落とは異なる。

低地環濠集落:釜蓋遺跡[笹沢ほか2008] 1例のみである。後期前葉の士器も散見するが、主体は4期以

降である。 2条検出された環濠の廃絶時期は、 1号環濠が4期で、 2号環濠は5期である。成立時期は独

立低丘陵上の横山遺跡に近く、廃絶時期も、高地性環濠集落の主体的な時期とは異なる。

環濠集落の廃絶時期:限られた情報での検討であるが、環濠集落は立地毎で成立・廃絶時期で差異がある。

高地性環濠集落の成立時期は1・2期が主体であるのに対し、独立低丘陵の環濠集落は2期と4期、低地

の環濠集落は4期で、序々に低地化の傾向が見て取れる。一方、環濠の廃絶時期も中小規模の高地性環濠

集落(2期才大規模環濠集落(3~4期)・低地の環濠集落(4 ・ 5期).つ低丘陵の環濠集落(5期)と、

低丘陵の環濠集落において遅くまで環濠が廃絶されない点を指摘したい。

高地性非環濠集落シ情報量が少ないため顕著な傾向は見いだし難いが、成立時期は2期が最も多い。比較

的広範囲に発掘調査が行われた遺跡は存続期間が長く、下馬場遺跡[尾崎2006]・大沢遺跡[甘粕ほか1982

など].滝ノ前遺跡[関1972、石丸ほか2003など]は 5期まで続く。小規模なものも、越後では2期(な

いしは1柳に成立して、短期間で終了する遺跡が多く[滝沢1995・1999]、 3期が大きな断絶時期である。

これは中小規模の高地性環濠集落と一致した
第27表新潟県における後期環濠集落の存続期間

動きと評価するU。 543中糊 2規模

小規椣
(3)県内の動向からみた山元遺跡

大規模

士器編年に大きな課題を残すが、山元遺跡 小規模

小規模

の環濠廃絶時期は、県内の小規模な高地性環 小説模

濠集落と一致すると考える。成立時期は同じ ? ?大規椣

く県北部の古津八幡山遺跡とほぼ一致する可
小規模

能性が高く、途切れる環濠のデザインを含め、 小規模

大規模

一致する点が少なくない点を指摘したい。

方、地域的な特徴として、佐渡では遺構が明確でないものの、越後で遺跡数が増加する2期の遺跡は極めて少な
、越後で集落の断絶時期にあたる3期から遺跡数が多くなる。

立地遺跡名

普地山元

高地古津八幡山

高地大平城

高地経塚山

高地裏山

高地百両山

上ノ平・矢代山A 高地

高地矢代山B

低丘陵横山

低丘陵西谷

低地釜蓋

土器・若下の遺棡有り

斐
太
遺
跡
群




